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研究成果の概要（和文）：Gタンパク質共役受容体（GPCR）シグナル異常を原因とする内分泌疾患のメカニズム
解析により、GPCRシグナルの特異的制御機構が明らかになってきた。後天性低カルシウム尿性高カルシウム血症
において、本来複数のGタンパク質と共役するGPCRを介して特異的なGタンパク質のみを活性化させる機構（バイ
アスシグナル）を作動させるユニークな自己抗体をみいだし、その作用点とその作用を乗り越える治療薬の有効
性を、基礎と臨床の両面から実証した。バイアスシグナルのメカニズムに迫るべく、Gタンパク質レベルでのシ
グナルバイアスの検討とモノクローナル抗体のクローニングを試みた。

研究成果の概要（英文）：Analysis of rare endocrine diseases caused by GPCR signaling disorder has 
revealed how GPCR signaling can be regulated specifically. In a patient diagnosed with acquired 
hypocalciuric hypercalcemia, we found unique autoantibodies working as biased allosteric modulators 
against CaSR and disclosed where they act. In vitro analysis, we found that cinacalcet can overcome 
the effect of the autoantibodies by working as a positive allosteric modulator, and succeeded in 
treating the patient with cinacalcet. To explore how biased signaling is constituted in this rare 
disease, we investigated mechanisms of G protein bias and tried cloning of unique monoclonal 
antibody against CaSR. These investigations may help us to reveal the unique structure of GPCR which
 activates a specific signaling and to create a novel drug which activates only a desired signaling.

研究分野： 内分泌学

キーワード： GPCR　biased agonism　endocrine disease

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は、われわれのゲノムで最大のファミリーを形成し、創薬ターゲットの中心となってきたGタンパク
質共役受容体（GPCR）の特異的な制御機構の解明に寄与することが期待される。そして、生理的な恒常性維持機
構にも関与している可能性、さらには新たな創薬の基盤となる可能性を示唆する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
多様な GPCR シグナルの特異的制御機構 biased agonism は、疾患の解析・創薬において重要で

あるとともに、生理的制御機構として機能し、細胞／環境特異的シグナルを可能にしていること
も想定され、その解析はきわめて重要である。 
 
(1) Ca 感知受容体と機能選択的活性化 
我々は biased agonism を支持する特殊な自己抗体を後天性低 Ca 尿性高 Ca 血症(AHH)の患者

で発見・解析してきた 1。機能選択的に作用する疾患関連自己抗体の世界初の例である。 
 

(2) V2 受容体と protean agonism 
部分型腎性尿崩症の原因となる V2受容体変異体を発見、解析する中で、V2受容体拮抗薬であ

るトルバプタンが、作用する相手により自らの作用を変化させる protean agonist として作用
することを発見した 2。この事象は下流のシグナルを選択的に活性化・抑制する biased agonism
の特殊型といえる。 
 
(3) βアドレナリン受容体とアレスチンバイアス 
脱感作の主役としてのアレスチンが最も研究されてきたのは β アドレナリン受容体シグナル

である。Gタンパク質非依存的なアレスチンの活性化（アレスチンバイアス）の陰に、アレスチ
ン本来の作用が見逃されている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、GPCR シグナル異常を基盤とする疾患・病態をモデルとして、脱感作の担い手と

しての arrestin の意義に立ち戻り、GPCR を特異的に制御する方法としての本来の biased 
agonism の可能性を検討し、新しい疾患治療をめざすことを目的とする。 
 
(1)Ca感知受容体に対する機能選択的な自己抗体の作用機構と、後天性低Ca尿性高Ca血症（AHH）
に対する特異的治療法の検討 
AHH の原因となる自己抗体は、単なるブロッキング抗体ではなく、Ca 感知受容体に対しアロス

テリックに作用し、共役する G タンパク質のうち Gq/11 のみを活性化し Gi/o は活性化しないと
いうモードで機能選択的に作用する。ユニークな自己抗体による G タンパク質バイアスのメカ
ニズムを明らかにするとともに、バイアスシグナルを乗り越える特異的治療を検討する。 
 
(2)V2 受容体変異体の機能解析と腎性尿崩症(NDI)の新しい治療戦略の検討 
部分型 NDI の原因となる V2 受容体変異体をモデルとして得られた知見を、尿が全く濃縮され

ない完全型 NDI の原因となる V2 受容体変異体にも応用し、biased agonism を切り口に新たな治
療戦略に迫る。 
 

(3) βアドレナリン受容体の脱感作を免れるリガンドの同定とその作用機構の解明 
βアドレナリン受容体をモデルとして、脱感作の主役としてのアレスチンの古典作用に立ち返
り、GPCR の脱感作を担うアレスチンシグナルを on にしないリガンドという観点から biased 
agonism の可能性を検討する。 
 

３．研究の方法 
GPCR シグナル異常による疾患をモデルとして、シグナルの特異的制御機構を解析する。 

 
(1) Ca 感知受容体に対する機能選択的な自己抗体の作用機構と、後天性低 Ca 尿性高 Ca 血症
（AHH）に対する特異的治療法の検討 
Ca 感知受容体の一過性発現系/安定株、ヒト副甲状腺腫由来 primary culture を用いて、細胞

免疫染色による自己抗体の存在確認、ペプチド ELISA/Ca 感知受容体変異体による作用部位の同
定、PTH 分泌を含めた下流のシグナルとそれらに対する自己抗体/薬剤の効果を検討する。また
ユニークなモノクローナル抗体の抽出/作成を行う。 
 
(2) V2 受容体変異体の機能解析と腎性尿崩症(NDI)の新しい治療戦略の検討 
新規変異同定、変異体作成、細胞表面 ELISA、下流のシグナルの検討を行う。また、完全型 NDI

患者に対する特定臨床研究(P2015036-11X-(6))の土台となる in vitro での検討として、疾患の
原因となる V2 受容体機能喪失性変異体に対する V2 受容体リガンドのシャペロン効果を検討す
る。 
 

(3)Gs 共役受容体の脱感作を免れるリガンドの同定とその作用機構の解明 



Gs 共役受容体の一過性過剰発現系/安定株を用いて、Gs シグナルの持続性（sustainability）
を指標とした脱感作と、そのメカニズムとしての受容体の膜発現量の変化（細胞表面 ELISA）、
活性化受容体のリン酸化、アレスチンのリクルートを検討する。 
 
４．研究成果 
我々は GPCR と疾患をテーマに、まれな内分泌疾患であってもそのメカニズムを解析すること

によって普遍的なメカニズムを明らかにするという視点で研究を継続した。 
 
(1) Ca 感知受容体に対する機能選択的な自己抗体の作用機構と、後天性低 Ca 尿性高 Ca 血症
（AHH）に対する特異的治療法の検討 
 
全国の大学・病院と連携をとりながら、尿中 Ca排泄との乖離を伴う高 Ca 血症をメルクマール

とした新規 AHH 疑い症例、特発性副甲状腺機能低下症例における自己抗体の検討を継続した。日
本で AHH の原因となる自己抗体は、バイアス性をはじめとしたいくつかの共通点がありそうな
ことがみえてきた。特異的治療として、Ca 感知受容体の positive allosteric modulator であ
るシナカルセトが自己抗体の作用を乗り越えることを in vitro の系で示し（図 1）、実際治療が
奏功した 3。今後は、他のカルシミメティクスでも検討していく。 
G タンパク質バイアスの立証として、下流シグナルではなく、Gタンパク質の活性化そのもの

を検出することを目標に、発光の系を用いた新たなアッセイ法確立に取り組んだ。IgG などの高
濃度のたんぱくが共存すると基礎値、最大反応幅などに大きな差異が生じることがわかった。最
適な反応時間、濃度依存性の検討により、最大シグナルの 50%を発生させるアゴニスト濃度を同
定することで、自己抗体による G タンパク質の共役性の変化を検出できないか、検討を重ねた。
今後は、FRET を利用した cAMP 蓄積の変化を指標に Giの活性化を検出する系も検討していく。 
Ca 感知受容体のユニークな活性型を安定化させるモノクローナル抗体作成を目標とし、AHH 患

者由来の B細胞を用いたクローニングを継続した。目的の B細胞の濃縮するために、「抗原に対
する特異的な抗体を生成・分泌する B細胞が、抗原を認識するとそれを貪食する現象」を利用し
た方法を試みたが、蛍光タンパクを融合させた Ca 感知受容体では形質膜への発現が実現できな
かった。別の角度からのアクセスとして、CaSR 細胞外ドメインを HEK293 細胞で合成・精製した
ものを抗原としたマウス免疫を開始した。われわれが同定した AHH 患者におけるバイアスシグ
ナルを再現するマウスモノクローナル抗体の獲得をめざしたい。 
 
(2) V2 受容体変異体の機能解析と腎性尿崩症(NDI)の新しい治療戦略の検討 
NDI の原因となる V2 受容体変異体の機能評価において、発光システムを用いた新しいアッセイ
系の確立に着手した。 
 
(3)Gs 共役受容体の脱感作を免れるリガンドの同定とその作用機構の解明 
HEK293 細胞の系で確認した Gs シグナルの持続性につき、ラット胎児心筋細胞における内因性β
受容体で基礎検討を開始した。 
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図 1. AHH 患者のユニークな自己抗体 
A. AHH 自己抗体が認識するエピトープ 
B. AHH 自己抗体は、Gq/11 を特異的に活性化する CaSR の
ユニークな高次構造を安定化させる。シナカルセトは、AHH
自己抗体の作用を乗り越え、AHH の特異的治療薬となり得
る。 
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Nobuaki

-

10.1155/2021/5492267

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Altered Thyroid Function Tests Observed in Hypophosphatasia Patients Treated with Asfotase Alfa

International Journal of Endocrinology 1～5

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kato Hajime、Hidaka Naoko、Koga Minae、Kinoshita Yuka、Nangaku Masaomi、Makita Noriko、Ito
Nobuaki

2021
 １．著者名



2021年

2022年

2021年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.3390/cancers12123849.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Delayed Postoperative Hyponatremia Following Endoscopic Transsphenoidal Surgery for Non-
Adenomatous Parasellar Tumors

Cancers (Basel). 3849

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Hasegawa H, Shin M, Makita N, Shinya Y, Kondo K, Saito N. 12

 １．著者名

10.1111/1346-8138.16201

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Safety and efficacy of bexarotene for Japanese patients with cutaneous T‐cell lymphoma: Real‐
world experience from post‐marketing surveillance

The Journal of Dermatology 253～262

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Hamada T, Morita A, Suga H, Boki H, Fujimura T, Hirai Y, Shimauchi T, Tateishi C, Kiyohara E,
Muto I, Nakajima H,,Abe R, Fujii K, Nishigori C, Nakano E,  Yonekura K, Funakoshi T, Amano M,
Miyagaki T, Makita N, Manaka K, Shimoyama Y, Sugaya M

49

10.1016/j.bonr.2021.101163

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Radiological evaluation of pseudofracture after the administration of asfotase alfa in an adult
with benign prenatal hypophosphatasia: A case report

Bone Reports 101163～101163

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kato Hajime、Hidaka Naoko、Koga Minae、Kinoshita Yuka、Makita Noriko、Nangaku Masaomi、Ito
Nobuaki

16
 １．著者名

10.1007/s00198-021-06145-5

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Massive calcification around large joints in a patient subsequently diagnosed with adult-onset
hypophosphatasia

Osteoporosis International 505～509

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Koga M.、Kinoshita Y.、Kato H.、Kobayashi H.、Shinoda Y.、Nangaku M.、Makita N.、Dahir K. M.、
Ito N.

33
 １．著者名



2020年

2020年

2019年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1507/endocrj.EJ19-0034

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effectiveness and safety of cinacalcet for primary hyperparathyroidism: a single center
experience

Endocrine Journal 683～689

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Manaka Katsunori、Sato Junichiro、Kinoshita Yuka、Ito Nobuaki、Fujita Megumi、Iiri Taroh、
Nangaku Masaomi、Makita Noriko

66
 １．著者名

10.1111/cen.13975

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Bexarotene‐induced hypothyroidism: Characteristics and therapeutic strategies

Clinical Endocrinology 195～200

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Makita Noriko、Manaka Katsunori、Sato Junichiro、Mitani Koji、Nangaku Masaomi、Iiri Taroh 91

 １．著者名

10.1507/endocrj.EJ19-0262

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Comparison between the clinical characteristics of patients with adrenal incidentalomas and
those with hypertension-associated adrenal tumors in a single center in Japan

Endocrine Journal -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Aoe Mari、Okada Akira、Usui Tomoko、Manaka Katsunori、Nangaku Masaomi、Makita Noriko -

 １．著者名

10.1002/ccr3.3186.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A case of hypoparathyroidism, deafness, and renal dysplasia (HDR) syndrome with a novel
frameshift variant in GATA3, p.W10Cfs40, lacks kidney malformation

Clin Case Rep 2619-2624

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kishi H, Jojima T, Kogai T, Iijima T, Ohira E, Tanuma D, Konno S, Kato K, Kezuka A, Akimoto K,
Sakumoto J, Hishinuma A, Tomaru T, Makita N, Usui I, Aso Y.

8
 １．著者名



2019年

2019年

〔学会発表〕　計23件（うち招待講演　20件／うち国際学会　1件）

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第94回日本内分泌学会学術総会　教育講演19　2021年4月22日～5月30日（招待講演）

第94回日本内分泌学会学術総会　目から鱗の専門医セミナー 4/24, 2021（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

槙田　紀子、間中　勝則、佐藤　潤一郎、竹内　牧、南学　正臣、飯利　太朗

槙田　紀子

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

免疫チェックポイント阻害薬による内分泌irAE

患者さんからいただいた「目からうろこ」

10.1507/endocrj.EJ19-0163

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Management of immune-related adverse events in endocrine organs induced by immune checkpoint
inhibitors: clinical guidelines of the Japan Endocrine Society

Endocrine Journal 581～586

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Arima Hiroshi、Iwama Shintaro、Inaba Hidefumi、Ariyasu Hiroyuki、Makita Noriko、Otsuki Michio、
Kageyama Kazunori、Imagawa Akihisa、Akamizu Takashi

66
 １．著者名

10.1507/endocrj.EJ18-0563

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Molecular analysis and literature-based hypothesis of an immunonegative prostate small cell
carcinoma causing ectopic ACTH syndrome

Endocrine Journal 547～554

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takeuchi Maki、Sato Junichiro、Manaka Katsunori、Tanaka Mariko、Matsui Hotaka、Sato Yusuke、
Kume Haruki、Fukayama Masahisa、Iiri Taroh、Nangaku Masaomi、Makita Noriko

66
 １．著者名



2021年

2022年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第54回日本内分泌外科学会学術総会 10/28, 2021（招待講演）

日本臨床腫瘍薬学会学術大会JASPO2022 3/13, 2022（招待講演）

第63回日本内分泌学会学術総会　シンポジウム21 薬剤性甲状腺機能障害 7/20～8/31, 2020（招待講演）

第93回日本内分泌学会学術総会　シンポジウム20　Genetic backgroundをもつ機能性下垂体腺腫の診断と治療　7/20～8/31, 2020（招待講
演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

槙田　紀子

槙田　紀子

槙田紀子、間中勝則、竹内　牧、佐藤潤一郎、飯利太朗

槙田紀子

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

チロシンキナーゼ阻害薬（TKI）による甲状腺機能異常

Acromegalyに潜む遺伝子異常‐AIP、Carney Complex、GPR101、MEN1

PHPT非手術症例に対する薬物治療

内分泌irAEをヒントに医薬連携を考える



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第20回　日本内分泌学会九州支部学術集会　10/3, 2020（招待講演）

第38回日本骨代謝学会学術集会　シンポジウム６ミネラル代謝異常症　骨をとりまくミネラル代謝　10/9～11, 2020（招待講演）

 ３．学会等名
第30回臨床内分泌代謝Update 11/13～14, 2020（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

槙田紀子

槙田紀子

槙田紀子

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

1型糖尿病とまれな内分泌疾患―症例を出発点として

高リン血症の原因疾患と病態

臨床と研究を結ぶ内分泌疾患

Update3 副甲状腺

 １．発表者名

 １．発表者名
槙田紀子

第21回日本内分泌学会近畿支部学術集会　JES We Can企画　11/7, 2020（招待講演）



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第63回日本甲状腺学会学術集会　専門医教育セミナー　11/19～12/15, 2020（招待講演）

第94回日本内分泌学会学術総会　教育講演19　2021年4/22～5/30（招待講演）

第49回日本内分泌学会学術総会　目から鱗の専門医セミナー 4/24, 2021（招待講演）

槙田紀子、間中勝則、佐藤潤一郎、竹内牧、南学正臣、飯利太朗

槙田紀子、間中勝則、佐藤潤一郎、竹内牧、南学正臣、飯利太朗、

槙田紀子

槙田 紀子, 間中 勝則, 佐藤 潤一郎, 中井 一貴, 竹内 牧, 三谷 康二, 南学 正臣, 飯利 太朗

第93回日本内分泌学会学術総会 7/20-8/31, 2020

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

免疫チェックポイント阻害薬による内分泌irAE

免疫チェックポイント阻害薬による内分泌irAE

患者さんからいただいた「目からうろこ」

先天性腎性尿崩症の原因となる変異V2受容体をターゲットとした特異的治療法の開発



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第62回日本甲状腺学会学術集会 10/11, 2019（招待講演）

第20回日本内分泌学会関東甲信越支部学術集会（招待講演）

第19回日本内分泌学会九州支部学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

槙田紀子

槙田紀子

 ２．発表標題

 ２．発表標題

槙田紀子、間中勝則、佐藤潤一郎、南学正臣、飯利太朗

槙田紀子、間中勝則、佐藤潤一郎、竹内牧、南学正臣、飯利太朗

第29回臨床内分泌代謝Update 11/29, 2019（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Ca、P、Mg異常を考える

これでわかる内分泌臨床の新たな知見：The JCEM 2018-2019から

まれな疾患からみえてくる新しい世界

薬剤性甲状腺機能障害

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

ENDO 2019, New Orleans, 3/23-26, 2019（国際学会）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第1回九州内分泌・代謝「若手の会」9/6, 2019（招待講演）

槙田紀子

槙田紀子

槙田紀子、間中勝則、佐藤潤一郎、竹内牧、飯利太朗、南学正臣

Kazuki Nakai, Yuya Tsurutani, Tomoko Takiguchi, Seishi Matsui, Kouzou Makita, Jun Inoue, Maki Nagata, Noriko Makita, Masaomi
Nangaku, Jun Saito, Masao Omura, Tetsuo Nishikawa

第37回内分泌代謝学サマーセミナー 7/5, 2019（招待講演）

第31回日本内分泌外科学会総会 6/14, 2019（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

わたしが何ものでもなかったころのこと

まれな内分泌疾患の解析から生まれる新しいコンセプト

内科医の考える甲状腺の手術適応

The Influence of Aldosterone Values in the Tributary Veins of Unresected Adrenal Gland on Primary Aldosteronism Surgical
Outcomes.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

〔図書〕　計13件

2022年

2021年

2021年

12

7

4

朝倉書店

南江堂

医学書院

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

槙田紀子（ホルモンの生合成・分泌・代謝/ホルモンの作用機序/内分泌疾患の診断/ホルモン受容体異常
症)(総編集　矢﨑 義雄、小室 一成）

槙田紀子（甲状腺機能亢進症を見逃さない/甲状腺腫を発見したら）（編集　髙橋重人、村川裕二）

槙田紀子（副腎クリーゼ）（編集　一般社団法人 内科系学会社会保険連合）

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

内科学 第12版

むかしの頭で診ていませんか？総合内科診療をスッキリまとめました

標準的医療説明

 ２．発表標題

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

第92日本内分泌学会学術総会　仙台国際センター　5/9, 2019
 ３．学会等名

槙田紀子、佐藤潤一郎、間中勝則、江田真紀子、安藤隆雄、山崎肇、矢島隆寛、伊藤崇浩、赤羽貴美子、中井一貴、三谷康二、大石篤郎、
南学正臣、飯利太朗

 １．発表者名

 ４．発表年

後天性低カルシウム尿性高カルシウム血症（AHH）で見出されたカルシウム感知受容体抗体の機能解析



2021年

2022年

2022年

2020年

8

2

-

8

総合医学社

医学書院

南江堂

中外医学社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

槙田紀子（副甲状腺機能低下症）（編集　門脇　孝、下村伊一郎）

槙田紀子（原発性副甲状腺機能亢進症）（編集　福井 次矢、高木 誠、小室 一成）

三谷康二、槙田紀子（チラーヂンS）（編集　村川裕二、高山和郎）

間中勝則、槙田紀子

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

最新ガイドラインに基づく 代謝・内分泌疾患 診療指針 2021-’22

今日の治療指針　2022年版［ポケット判］

なんで使うの？ そのくすり

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名
プロフェッショナル腎臓病学



2020年

2020年

2020年

2020年

-

76

4

10医学図書出版

プレシジョン
 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

科学評論社

医学書院

槙田紀子（企画編集）

槙田紀子（永井 良三　総編集）

槙田紀子、飯利太朗（秋葉隆、秋澤忠男　編集）
 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

内分泌・糖尿病・代謝内科

低カルシウム血症（今日の診断指針 ポケット判 第8版）

CaSRの歴史：GPCR研究の古典的常識への挑戦の歴史（透析療法ネクストXXVI）

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

今日の疾患辞典（デジタル版）

 １．著者名

槙田紀子



2019年

2019年

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

所属研究機関・部局・職
（機関番号）
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